
私たちは患者様、利用者様の立場にたち、
納得していただける良質な医療・介護サー
ビスを提供します。

私たちは保健・医療・福祉を通じて地域
の皆様の安心・信頼・満足のゆく健康で豊か
な生活を支援します。

一．

一．
基本理念

愛野記念病院

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-36-0015（代）　FAX. 0957-36-1027

【受付時間】
月～金　午前 8：00～午前 11：30
　　　　午後 1：00～午後   5：00
土曜 　  午前 8：00～午前 11：30
【診療時間】
月～金　午前 9：00～午後 0：30
　　　　午後 2：00～午後 5：00
土曜 　  午前 9：00～午後 0：30
【休診】 日曜・祝日　第２土曜日

グループホーム　●椿高野  ●山椿

〒854-0302 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-5
TEL. 0957-36-3558　FAX. 0957-36-2618

● 生活リハビリ
● 認知症の進行緩和
● 認知症デイサービス

介護老人保健施設　ガイアの里
ガイアの里 通所リハビリテーション

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-1
TEL. 0957-36-3550　FAX. 0957-36-3553

● 介護老人保健施設（入所）
● ショートスティ（短期入所）
● 通所リハビリテーション
● 訪問リハビリテーション
● 居宅介護支援事業所

251

251

57

57

58

愛野駅
島原鉄道

グリーンロード
（広域農道）

愛野展望所
観光センター橘　湾

←至東長崎

←至諫早

愛野交差点

愛野展望台前

愛野展望台下

至島原→

至小浜→

愛野カントリークラブ
ガイアの里
介護老人保健施設

愛野記念病院

グループホーム椿高野
「椿高野」「山椿」

整形外科、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿
病内科、外科、消化器外科、脳神経外科、形成外科、リハビリ
テーション科、アレルギー科、リウマチ科、皮膚科、耳鼻いんこ
う科、心療内科、麻酔科、放射線科
※麻酔科標榜医：前田 滋・原田 沖・高橋 俊次・山下 紀夫
※救急の場合は24時間対応いたします。玄関は、7時30分に開けます。
※当院は、予約制となっております。

【診療科目】

岐伯鍼灸院

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 383５-1
TEL. 0957-36-0134

ガイアの里 訪問リハビリテーション

● はり、灸施術
  頭痛、肩こり、腰痛、
  ひざ痛、内科的な疾患
  などの緩和と回復

伴帥会グループは地域の医療・福祉を
トータルでサポートします！！

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-36-3382　FAX. 0957-36-3405

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-36-3370　FAX. 0957-36-3380

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-27-5757　FAX. 0957-36-0070

愛野記念病院　健診部門「健診プラザ」
● 生活習慣病予防健診
● 雇用時健診
● 企業健診
● 特定健診
● がん検診
● 人間ドック

愛野記念病院ケアマネジメントセンター
(居宅介護支援事業所 )

● 要介護認定申請の代行業務
● 介護プランの作成
● 居宅サービスの調整や施設サービスの紹介
● 介護保険全般に関するご相談 

愛の訪問看護ステーション
● 在宅での看護ケアの提供
● 医師の指示による点滴、医療処置の実施
● 日常生活の介助
● 看護学生の実習受け入れ

愛野記念病院 訪問リハビリテーション

岐伯鍼灸院

第2駐車場

愛野駅 第1駐車場

臨時駐車場

健診プラザ棟

愛野記念病院

至諫早・小浜
←

↑
至島原

ケアマネセンター
訪問看護ステーション

251

TEL. 0957-36-1825　FAX. 0957-36-1847

わ
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の 
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35第 号

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲3838-1
TEL（0957）36-0015　FAX（0957）36-1027
ホームページ  http://www.ainomhp.jp/

愛野記念病院
医療法人　伴帥会

愛野記念病院
ホームページ

■ 新年のごあいさつ
■ 発熱患者様の対応について
■ 地域情報【長崎大学整形外科同門会 優秀論文賞 優秀論文に選ばれました】
■ 地域情報【島原市立有明中学校 学校訪問報告】
■ 地域情報【キャリアセミナー（職業講話）をさせていただきました】
■ 地域情報【介護福祉士会・介護人材育成確保対策地域連絡協議会の取り組みについて】
■ ワンポイントリハビリ【自宅で出来るフレイル予防運動Part２】
■ 健康増進のための乗り合い送迎サービス【チョイソコうんぜん】
■ Cookingレシピ／豆腐ステーキ
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季節
ガイアの
医療法人伴帥会 広報誌

ばん　 すい

医療法人 伴帥会 
100周年を迎えました。



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
貝
田
　
英
二

100
Anniversary

th

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
外
で
の
動
向
が
気
に
な

る
中
、今
シ
ー
ズ
ン
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
よ
く

似
て
お
り
、両
者
の
区
別
は
極
め
て
困
難
で
す
。こ
の
た

め
、愛
野
記
念
病
院
で
は
２
０
２
０
年
１１
月
よ
り
発
熱
外

来
を
開
設
し
、写
真
❶
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま

し
た
。す
な
わ
ち
、熱
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
、一般
の
方
と

接
す
る
こ
と
な
く
、コ
ン
テ
ナ
内
で
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
検
査
や
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
コ
ロ
ナ

の
検
査
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
と
か
抗
原

検
査
が
そ
れ
で
す
。実

際
の
や
り
方
は
、細
い
綿

棒
の
よ
う
な
も
の
を

鼻
の
穴
に
差
し
込

み
、奥
の
壁
に
当
た
っ

た
と
こ
ろ
で
数
回
回

転
さ
せ
て
引
き
抜
き

ま
す
。多
少
の
痛
み

は
あ
り
ま
す
が
、十

数
秒
で
終
わ
る
簡
単

な
検
査
で
す
。た
だ
、

こ
の
時
に
大
き
な
く
し
ゃ
み
な
ど
を
す
る
と
、周
り
に
ウ

イ
ル
ス
が
散
乱
す
る
た
め
、検
査
を
行
う
人
は
厳
重
な
防

護
服
を
着
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
登
場
し
た
の

が
院
外
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
で
、部
屋
の
中
央
に
は

写
真
❷
の
よ
う
な
ク
リ
ア
ボ
ー
ド
が
あ
り
、２
部
屋
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。検
査
を
す
る
人
と
受
け
る
人
は
こ
の

ボ
ー
ド
を
挟
ん
で
座
り
、小
さ
な
穴
か
ら
手
を
入
れ
て
先

程
の
検
査
を
行
い
ま
す
。こ
の
方
法
で
は
、お
互
い
に
感
染

す
る
危
険
が
少
な
く
、検
査
の
流

れ
も
ス
ム
ー
ズ
で
、待
ち
時
間
の

短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

今
で
は
唾
液
を
用
い
た
検
査
も

可
能
で
す
の
で
、苦
痛
な
く
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。な
お
、唾
液
の
場
合
は
、

３０
分
前
か
ら
飲
食・う
が
い・歯
磨
き
を
控
え
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。検
査
結
果
は
、通
常
な
ら
１
時
間
程
度

で
分
か
り
ま
す
が
、混
み
具
合
に
よ
り
数
時
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
発
熱
や
倦
怠
感
、味
や
匂
い
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、し
か
も
外
国
や
他
県
へ
の
移
動
歴
が
あ
る

方
、あ
る
い
は
そ
う
い
う
人
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ
た
場
合

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。ご
心

配
な
方
は
、ま
ず
病
院
に
電
話
し
て
頂
き
、受
診
予
約
や

駐
車
場
の
案
内
な
ど
を
受
け
た
後
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

診
察
時
間
帯
は
平
日
の
９
〜
１２
時
、１４
時
〜
１６
時
で
、土

曜
日（
第
２
を
除
く
）は
９
〜
１２
時
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
で
、苦
難
の
時

期
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

院
長
　
呼
吸
器
内
科
　
古
賀
　
宏
延

発
熱
患
者
様
の
対
応
に
つ
い
て

1

2

ど
う
し
よ
う
・
・
・

ご
心
配
な
方
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼発熱外来用コンテナ外観

▲コンテナ内はアクリル板で仕切られています。

発
熱
、倦
怠
感
、

味
や
匂
い
が

分
か
り
に
く
い
・
・
・

唾
液
を
用
い
た
検
査
は

苦
痛
な
く
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
当
法
人
の
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
元
当
時
大
き
く
騒
が
れ
た
令
和
の
時
代
も
、
は
や

三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
は
東
京

五
輪
を
華
々
し
く
開
催
し
、
熱
狂
の
余
韻
冷
め
ぬ
ま
ま

新
年
を
迎
え
て
い
た
筈
で
し
た
が
、
昨
年
突
如
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を一変
さ
せ
ま
し
た
。

各
国
で
多
く
の
死
者
・
感
染
者
を
出
し
た
こ
の
病
魔
は
、

尚
猛
威
を
振
る
い
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
不
安
の
大
き
い
現
状
で
例
年
の
よ
う
に
、
爽
や
か
な

気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
年
も
我
慢
が
続
く
年
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

一日
も
早
く
マ
ス
ク
を
外
し
て
過
ご
せ
る
日
が
来
る
よ

う
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
当
院
で
も
地

域
医
療
を
守
る
た
め
早
期
の
段
階
か
ら
感
染
対
策
と

職
員
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
当
院
に
と
り
ま
し
て
は
開
院
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の

皆
様
の
支
え
と
信
頼
に
よ
り
、
こ
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
ら
れ
た
事
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
代
の
貝
田
馬
之
進
は
大
正
10
年
愛
野
の
地
に
貝
田

医
院
を
開
業
以
来
、
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
の
皆
様

に
長
く
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
を
継
い
だ
貝
田

繁
雄
は
常
に
新
し
い
技
術
や
考
え
を
導
入
し
、
先
見
の

明
を
持
っ
て
、
医
院
か
ら
病
院
へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
が
開
院
60
周
年
に
あ
た
る
昭
和
56
年
に
命
名
さ

れ
、
現
在
の
名
称
で
も
あ
る
「
医
療
法
人
伴
帥
会　
愛

野
記
念
病
院
」
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
三
代
目
と
な
る
私
の
代
に
な
り
、
関
連
施
設

含
め
6
0
0
名
超
の
職
員
が
勤
務
す
る
ま
で
に
な
り
、

医
療
・
看
護
・
介
護
の
分
野
に
お
い
て
地
域
住
民
か
ら

必
要
と
し
て
い
た
だ
け
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

原
点
は
人
を
主
体
と
し
、
人
へ
の
深
い
理
解
を
持
っ
て

接
す
る
医
療
で
あ
り
、
こ
れ
は
1
0
0
年
に
わ
た
り
持

ち
続
け
て
き
た
当
院
の
理
念
で
あ
り
ま
す
。
大
正
か
ら

令
和
ま
で
、
戦
火
や
天
災
、
大
事
故
な
ど
を
経
験
し
、

今
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行
と
い
う
困

難
な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
愛
野
記
念
病
院
は
こ
れ

ま
で
通
り
、
人
の
尊
厳
を
守
り
気
持
ち
に
寄
り
添
う
医

療
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
診
療
所
か
ら
赤
煉
瓦
の
病

院
を
経
て
青
と
白
の
新
病
院
に
変
わ
り
、
医
療
体
制
や

ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
理
念
は

決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
令
和
三
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
か
、
残
念
な
が

ら
楽
観
的
な
見
通
し
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
人
々

が
、
笑
顔
で
生
活
で
き
る
社
会
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

標
に
、
個
人
と
し
て
も
医
療
従
事
者
と
し
て
も
努
め
て

い
き
た
い
。
そ
れ
は
全
て
の
医
療
従
事
者
共
通
の
思
い

だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
目
標
を
早
期
に
達
成
し
、
令
和

四
年
の
挨
拶
で
皆
様
に
嬉
し
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
励

む一年
に
す
る
所
存
で
す
。
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本
田
医
師
が
、

令
和
2
年

長
崎
大
学
整
形
外
科
同
門
会

優
秀
論
文
賞

　優
秀
論
文
に

選
ば
れ
ま
し
た

　変
形
性
関
節
症
は
、関
節
へ
の
負
担
や
加
齢
が

原
因
で
軟
骨
が
劣
化
す
る
こ
と
で
慢
性
の
関
節

炎
を
起
こ
し
、痛
み
や
腫
れ
が
生
じ
る
疾
患
で
す
。

　P
I
P
関
節（
指
の
第
2
関
節
）に
起
こ
る
変

形
性
関
節
症
は
ブ
シ
ャ
ー
ル
結
節
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、女
性
の
中
指
と
く
す
り
指
に
多
く
、痛

み・こ
わ
ば
り
感・可
動
域
の
低
下
の
た
め
日
常
生

活
に
不
自
由
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　診
断
は
単
純
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
行
い
、テ
ー
ピ
ン

グ
や
内
服
治
療
を
行
い
ま
す
。そ
れ
で
も
症
状
の

改
善
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、当
院
で
は
人
工

指
関
節
置
換
術
を
行
っ
て
お
り
、多
く
の
患
者
様

に
満
足
を
頂
い
て
い
ま
す
。指
の
慢
性
関
節
炎
で

お
悩
み
の
方
は
整
形
外
科
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

変
形
性
指
関
節
症
の
治
療

整
形
外
科
　本
田
　祐
造

1
　9月17日、長崎県看護協会ナースセンターからの依
頼で、有明中学校へ「看護の出前授業」の講師として、
岡田副看護部長とともに訪問、当日は有明中学校3年
生94名と教員7名が授業に参加しました。
　岡田副看護部長からは、看護師・医療職のやりがいや
魅力、看護師になるまでの過程、新型コロナウイルス感
染症についての基礎的な知識、感染防止のための正し
い手洗い、マスク・手袋の着脱方法の講義を行い、私は
日本や長崎県・島原市の救急搬送の現状と心肺蘇生法・

AEDの使用方法についての講義を行いました。授業で
はスライドによる講義だけでなく、手指消毒や手袋・マ
スクの着脱、心肺蘇生法などは演習も交えて授業を行
いました。生徒さんからの感想でも実際に演習を行っ
たことで非常に分かりやすく理解できたとの意見をい
ただきました。このような活動は、当病院の理念にある
地域貢献につながり、今後もこのような活動に積極的
に取り組んでいきたいと思います。

　8月21日雲仙市立瑞穂中学校で行われたキャリアセミナー
で卒業生として講話をさせていただきました。
　講話では、仕事の紹介はもちろん薬剤師になったきっかけ、薬学部はどんなこ
とを学ぶのか、入職してからの仕事をしていく上で重要なことなどを話しました。
国家試験期間中には1日8時間勉強したことを中学生に告げるとかなり驚いてい
ました。ただ、何時間勉強するかではなく、そのゴールに向かって逆算し計画をた
てて実行することが大切だと伝えました。また、社会に出るといろんなタイプの
人がおり、自分が正しいと思う方法で伝えていても伝わらないこともあります。
相手に合わせて伝え方・聞き方などを変化させていくスキルを学生のうちから身
に付けておくことも大切だと伝えました。

　長崎県からの委託を受け小学校や中学校へ足を運んでいます。取り組む内容は
白内障や視野狭窄を体験するための特殊メガネ、筋力低下や関節の動きにくさを
体験するための手足に装着する重りやサポーターなどを身に付けることにより、
高齢になった時の身体的機能低下や心理的変化を、疑似的に体験していただいて
います。体験する目的は、相手の気持ちが理解でき相手と同じ視線で考えることの
大切さを、身を持って体験し相手を思いやる、気遣う心、助けてもらったことに対す
る感謝の気持ちを持つことの必要性を体得することです。
　参加した学生からは「想像以上に高齢者の負担を実感した」、「介助してくれる人
の優しさがうれしかったので、自分から手をさしのべられる人になりたい」など、自ら
体験することによって新たな気づきや想いが得られたと感想が寄せられています。

與賀田 洋

愛野記念病院　外来看護師
救急看護認定看護師

島原市立有明中学校  学校訪問報告

キャリアセミナーを
職 業 講 話

させていただきました

介護福祉士会・介護人材育成確保対策
地域連絡協議会の取り組みについて
高齢者疑似体験・車椅子体験のサポート

2 介護職員初任者研修のサポート

介護老人保健施設　ガイアの里　介護福祉士　元村 新司

　対象の高等学校より地域の介護職員のサポート依頼を受け活動しています。初任者研修は
130時間の講義や実習を受ける必要があり、初任者研修で学んだ事を活かして医療・介護（看
護師、理学療法士、介護福祉士等）を目指し進学する人と、地元の介護施設での就職を目指す
人に分かれます。
　今後も活動を継続し、法人内だけでなく他の施設のスタッフとも協力を行い医療・介護の次
の担い手や地域づくりに貢献できるよう努めていきます。初任者研修の様子

高齢者疑似体験の様子

医療の生の声をお伝えしました!!
聞きたい 知りたい に

愛野記念病院　薬剤師　平田 慶

長崎新聞に掲載されました （2020年9月22日）
秋の全国交

通安全運動
スタート

高
齢
者
の
事
故
防
止
な
ど
を
呼
び

掛
け
た
車
両
パ
レ
ー
ド
出
発
式

諫
早
署

県
警
は
県
庁
で
出
動
式
を

開
き
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら

約

人
が
出
席
。
早
川
智
之

県
警
本
部
長
は
「
歩
行
者
の

安
全
、自
転
車
の
安
全
利
用
、

高
齢
者
の
安
全
運
転
な
ど
を

重
点
に
掲
げ
、
各
種
対
策
を

推
進
す
る
。
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
の
た
め
、
広
報
、
啓

発
に
一
層
の
ご
尽
力
を
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

県
警
に
よ
る
と
、
今
年
の

交
通
事
故
発
生
件
数
は

日

現
在
で
２
０
６
４
件
（
前
年

同
期
２
８
１
２
件
）
。
件
数 は

減
少
し
て
い
る
が
、
死
者

数
は

人
（
同

人
）
と
増

え
、
う
ち

歳
以
上
の
高
齢

者
が

人
で
約
８
割
を
占
め

て
い
る
。
自
転
車
乗
車
中
の

死
者
も
４
人
（
同
０
人
）
と

増
え
て
い
る
と
い
う
。

出
動
式
で
は
長
崎
女
子
高

龍
踊
部
が
勇
壮
な
踊
り
を
披

露

交
通
機
動
隊
の
白
バ
イ

７
台
と

長
崎
市
と
近
郊
各

署
の
パ
ト
カ
ー
５
台
が
車
両

パ
レ
ー
ド
し
、
啓
発
を
図
っ

た
。

（
副
島
宏
城
）

車両パレ
ードに出

発する白
バイ隊

＝県庁
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

日
、
「
あ
お
る
よ
り

ゆ
ず
る
あ
な
た
が

か
っ
こ
い
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
始
ま
っ
た
。
県
内
で
も
県
警
の
出
動
式
や
各
署
の
車

両
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
、
関
係
者
が
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
な
ど
を
呼
び
掛
け
た
。
運
動
は

日
ま
で
。

県
警
が
出
動
式

車
両
パ
レ
ー
ド

事
故
防
止
啓
発

諫
早
署
な
ど

諫
早
署
な
ど
は
、
歩
行
者
の

安
全
や
高
齢
者
の
事
故
防
止
な

ど
を
呼
び
掛
け
る
車
両
パ
レ
ー

ド
を
市
内
で
実
施
し
た
。
パ
ト

カ
ー
な
ど
６
台
が
約
１
時
間
、

西
諫
早
地
区
や
中
央
地
区
な
ど

を
巡
回
し
た
。

同
署
の
ほ
か
、県
、諫
早
市
、

市
交
通
安
全
協
会
の
４
機
関
が

参
加
。
同
署
で
あ
っ
た
出
発
式

で
、
中
村
勝
重
署
長
は
「
一
人

で
も
多
く
の
諫
早
市
民
に
事
故

防
止
と
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

同
署
に
よ
る
と
、

日
現
在
、

管
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

（
概
数
）
は
３
４
７
件
（
前
年

同
期
比

件
減
）。こ
の
う
ち
、

死
者
は
３
人
（
同
１
人
増
）
、

負
傷
者
４
４
１
人
（
同
１
１
３

人
減
）
。
高
齢
者
が
関
係
す
る

事
故
は
全
体
の
約
４
割
を
占
め

て
い
る
。

（
高
比
良
由
紀
）

街
頭
で
呼
び
掛
け

平
戸
署
な
ど

平
戸
署
な
ど
は
、
平
戸
市
田

平
町
の
平
戸
大
橋
東
口
で
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

平
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
、

平
戸
税
務
署
、
平
戸
小
売
酒
販

組
合
、
平
戸
市
か
ら

人
が
参

加
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の 影

響
で
、

日
が
本
年
度
初
め

て
の
街
頭
活
動
と
な
っ
た
。

参
加
者
た
ち
は
平
戸
島
方
向

に
進
行
す
る
車
両
に
、
ち
ら
し

な
ど
を
配
布
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
、
飲
酒
運
転
根
絶
を

呼
び
掛
け
た
。

同
署
管
内
は

日
現
在
、
人

身
事
故

件
（
前
年
同
期
比

件
減
）
が
発
生
し
て
い
る
。

（
辻
秀
敏
）

平
戸
大
橋
に
向
か
う
車
両
の
運
転
者
や

同
乗
者
に
ち
ら
し
な
ど
を
配
布
し
、
安

全
運
転
な
ど
を
呼
び
掛
け
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

‖
平
戸
市
田
平
町

生
徒
た
ち
に
看
護
師
の
仕
事
を
紹
介

す
る
岡
田
さ
ん

島
原
市
立
有
明
中

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

紙面編集・
古川泰弘

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
で
体
験
す
る
会
が

日
、
西

海
市
西
彼
町
の
西
彼
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
。
経
済
成
長

や
環
境
保
全
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど

の
目
標
で

年
ま
で
の
達
成

を
目
指
し
て
い
る
。
体
験
会
は
通

信
制
高
校
、
精
華
学
園
高
校
ア
イ

ラ
ン
ド
校
（
西
海
市
）
が
開
催
。

担
当
の
長
谷
川
星
香
さ
ん

は

「
身
の
回
り
の
出
来
事
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
結
び
付
く
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

ゲ
ー
ム
は
、
各
種
事
業
者
な
ど

の
市
民
役
に
夿
（
ふ
ん
）
す
る
参

加
者
が
与
え
ら
れ
た
資
金
や
資
源

を
使
い
、対
話
を
重
ね
な
が
ら「
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
。
講
師
を

務
め
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ

（
佐
世
保
市
）
の
専
務
取
締
役
、

内
海
梨
恵
子
さ
ん

は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
遠
い
世
界
の
話
と
捉
え
ら

れ
が
ち
だ
が
、実
は
身
近
な
問
題
。

自
分
の
未
来
を
自
分
で
作
れ
る
こ

と
を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

対
象
は
中
学
生
以
上
。
参
加
費

は
高
校
生
以
下
５
０
０
円
。
一
般

千
円
。
定
員

人
で

日
締
め
切

り
。
申
し
込
み
は
精
華
学
園
高
校

ア
イ
ラ
ン
ド
校
（
０
９
５
９
・
３

３
・
９
０
１
３
）
。（

佐
崎
智
章
）
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カードゲー
ムで体験を

日・西海、参
加者募集

結
婚
50
年
を
記
念
し
笑
顔
で
写
真
に
収
ま
る
山
﨑
さ
ん
夫
妻

長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
・
ア
ス
ト
ピ
ア
（
荒
木
勝
郎
撮
影
）

結
婚

年
を
祝
う
長
崎
新
聞

金
婚
夫
婦
表
彰
（
長
崎
新
聞
社

主
催
、
和
泉
屋
、
あ
い
お
い
立

山
荘
協
賛
）
の
記
念
写
真
撮
影

会
が

日
、
県
南
、
県
北
両
会

場
で
始
ま
り
、
県
内
の
夫
婦
が

晴
れ
や
か
な
表
情
で
臨
ん
だ
。

日
に
か
け
計
約
１
３
０
組
が

参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
結
婚

し
た
１
９
９
３
年
に
始
ま
り

回
目
。
今
年
の
応
募
者
２
３
９

組
を
含
め
累
計
約
１
万
６
千
組

を
表
彰
し
て
き
た
。
例
年
開
い

て
い
る
式
典
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
し
た
。

長
崎
市
大
鳥
町
の
山
﨑
章
平

さ
ん

、
美
栄
子
さ
ん

夫
妻
は
、
県
南
会
場
と
な
る
同

市
茂
里
町
の
長
崎
新
聞
文
化
ホ

ー
ル
・
ア
ス
ト
ピ
ア
を
訪
れ
、

表
彰
状
を
手
に
笑
顔
を
浮
か
べ

て
写
真
に
収
ま
っ
た
。

山
﨑
さ
ん
が
洋
服
の
仕
立
て

業
で
修
業
中
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
美
栄
子
さ
ん
に
声
を
掛
け
た

の
が
始
ま
り
と
い
う
。
「
最
初

は
貧
乏
で
一
生
懸
命
働
い
た
。

一
緒
に
銭
湯
に
行
き
、
家
で
一

杯
や
っ
て
と
い
う
時
代
だ
っ

た
。
よ
く
旅
行
も
し
た
」
と
振

り
返
り
、
美
栄
子
さ
ん
は
「
波

あ
り
谷
あ
り
だ
っ
た
が
子
ど
も

た
ち
に
も
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま

で
き
た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

（
田
賀
農
謙
龍
）

長
崎
新
聞
金
婚
表
彰

記
念
に
写
真
撮
影

看
護
職
の
や
り
が
い

出
前
授
業
で
伝
え
る

島
原
・
有
明
中

現
役
の
看
護
師
ら
が
生
徒
に

看
護
職
の
や
り
が
い
や
魅
力
を

伝
え
る
「
看
護
の
出
前
授
業
」

が

日
、
島
原
市
有
明
町
の
市

立
有
明
中
（
本
田
昌
孝
校
長
、

２
６
７
人
）
で
あ
り
、
愛
野
記

念
病
院
（
雲
仙
市
愛
野
町
）
の

感
染
管
理
認
定
看
護
師
、
岡
田

美
佐
子
さ
ん
が
仕
事
内
容
や
こ

れ
ま
で
の
体
験
を
語
っ
た
。

県
看
護
協
会
（
西
村
伊
知
恵

会
長
）
が
看
護
職
を
学
校
に
派

遣
、
医
療
現
場
で
の
実
体
験
な

ど
を
交
え
命
の
大
切
さ
を
伝
え

る
事
業
の
一
環
。
今
回
は
同
校

３
年
生
約

人
が
聴
講
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
手
術
室
勤
務

の
経
験
が
浅
か
っ
た
頃
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
。
出
産
に
伴
う

緊
急
手
術
で
、
大
量
出
血
に
よ

り
赤
ち
ゃ
ん
と
母
体
の
生
命
を

左
右
す
る
緊
迫
し
た
状
況
を
振

り
返
っ
た
。
長
時
間
の
手
術
が

終
わ
り
疲
労
困
堟
の
中
、
「
患

者
さ
ん
は
助
か
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
お
か
げ
」
と
い
う
医
師

の
言
葉
で
、
２
人
の
命
を
救
え

た
達
成
感
と
喜
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
強
調
。
看
護
職
の

や
り
が
い
を
生
徒
に
伝
え
た
。

看
護
師
志
望
の
河
内
瑚
柏
さ

ん

は
「
体
験
を
聞
い
て
仕

事
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
。
人

の
命
を
救
え
る
看
護
師
に
な
り

た
い

と
話
し
た

（
大
田
裕
）

映
画
「
祈
り
｜
幻
に
長
崎
を
想
う

刻
｜
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン

映
画
に
出
演
し
た
永
井
徳
三
郎
さ
ん
（
左
）
と
製
作
中
の
思
い
出
を
話
す

松
村
監
督

長
崎
市
、
長
崎
原
爆
資
料
館
（
濵
崎
武
撮
影
）

昭
和

年
代
の
長
崎
を
窑
台
に

長
崎
原
爆
に
よ
る
被
爆
と
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
つ
い
て
描
い
た
映
画

祈
り
｜
幻
に
長
崎
を

想
う
刻
｜

の
先
行
上
映
会
が

日

長
崎
市
平
野
町
の
長
崎
原
爆

資
料
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

県
内
の
製
作
関
係
者
ら
約
３
０
０
人

が
観
賞

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

松
村
克
弥
監
督

は

上

映
が
終
わ
り
会
場
に
拍
手
が
響
く
の
を
聞
い
て
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た

長
崎
の
方
々
の
多
大
な
協
力
で

こ
う
し
た
場
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た

と
語
っ
た

長
崎
市
出
身
の
劇
作
家
、

故
田
中
千
禾
夫
さ
ん
（
１
９

０
５
〜

年
）
の
戯
曲
「
マ

リ
ア
の
首
」
が
原
作
で
、
映

画
化
は
初
。
原
爆
で
壊
滅
的

被
害
を
受
け
た
旧
浦
上
天
主

堂
の
取
り
壊
し
に
伴
い
、
撤

去
の
動
き
が
あ
る
被
爆
マ
リ

ア
像
を
守
ろ
う
と
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
の
女
性
、鹿（
高

島
礼
子
さ
ん
）
と
忍
（
黒
谷

友
香
さ
ん
）
の
生
き
ざ
ま
な

ど
を
描
い
て
い
る
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
同

作
で
被
爆
者
の
救
護
に
当
た

る
永
井
隆
博
士
役
を
演
じ
た

博
士
の
孫
、
永
井
隆
記
念
館

館
長
（
同
市
）
の
永
井
徳
三

郎
さ
ん

も
登
壇
。
「
泥

く
さ
い
人
間
的
な
部
分
と
原

爆
の
重
い
テ
ー
マ
が
う
ま
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。
ま
た
取
材
に

対
し
「
出
演
を
通
じ
て
被
爆

当
時
の
光
景
や
祖
父
の
思
い

が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
た
」

と
撮
影
を
振
り
返
っ
た
。

祈
り

は
来
年
８
月

長

崎
で
先
行
公
開
後

全
国
公
開

さ
れ
る
予
定
。（
柿
野
朋
之
）

原爆と信仰
描く来年全国公

開へ

松村監督「拍
手うれしかっ

た」
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（第３種郵
便物認可）

２０２０年
(令和２年

)９月２２日
 火曜日

　 ８

（第３種郵
便物認可）

２０２０年
(令和２年

)９月２２日
 火曜日

　 ８

中学生の
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地域情報 医療・介護の次代を担う若者たちへ!!

看護師

出前
授業
出前
授業

本田先生

おめでと
う

ございま
す



Cookingレシピ
豆腐ステーキ 作り方（1人分）

木綿豆腐 85g 約1/4丁
片栗粉 適量 
油（1） 4g 小さじ1
生しいたけ 20g 
えのき 15g 
牛細切れ 20g

エネルギー…235kcal 塩分…1.27g1人当たり

材料 分量 目安量
濃口醤油 7.5g 小さじ1強
みりん 6g 小さじ1
料理酒 7g 大さじ1/2
砂糖 2g 小さじ1
だし汁 30～40cc
片栗粉 2g 小さじ1
油（2） 2g 小さじ1/2
ネギ 2g

材料 分量 目安量

　冬は気温が下がり、空気が乾燥することでウイルス
が空中に飛散し活動しやすい環境になります。
　免疫力が低下するとウイルスに感染しやすくなる
ため、普段から十分な睡眠とバランスの良い食事を
心がけ、免疫力を高めておきましょう。
　腸には免疫力の6～7割が集中しています。そのた
め腸内環境を整えることが免疫力を高める近道です。
　豆腐に含まれるたんぱく質は免疫細胞の材料とな
る栄養素です。
　きのこには腸の働きをよくする食物繊維・ビタミ
ン・ミネラルが豊富に含まれています。
　その中でもβ-グルカンという成分には腸内の免疫
細胞に直接作用して免疫力を高めたり、抗がん作用
があると言われています。茹でると溶け出すため、煮
物やスープなどにし、煮汁ごと食べると良いでしょう。

自宅で出来るフレイル予防運動Part2

ワンポイント リハビ リ

自宅で行える筋力運動「座位編」

運動は継続していける内容、時間、頻度で行うことが大切です。
また毎日歩く、体操を行う、出来るだけ階段を使うなど日頃から運動を心掛けましょう 

ゆっくり膝を伸ばしていきます。
（足先を自分の方に向けて行い
ます。）

膝伸ばし運動1

右側に6つ以上〇がついた人は、フレイルの危険性が高くなります。
すべて左側に〇がつくように改善しましょう。
＊気になる方は各市の健康窓口や地域包括支援センター等にご相談
ください。

引用：県南地域リハビリテーション推進部会作成リーフレットより

フレイルの兆候がある11項目をチェック

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

ほぼ同じ年齢の同性と比較して健康に気をつけた食事を心がけている

野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日2回以上食べている

「さきいか」、「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れる

お茶や汁物でむせることがある

1回30分以上の汗をかく運動を週2回以上、1年以上実施している

日常生活において歩行または同等の身体活動を1日1時間以上実施している

ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いと思う

昨年と比べて外出の回数が減っている

1日に1回以上は、誰かと食事をしている

自分が活気あふれていると思う

何よりもまず、物忘れが気になる

栄
養 

口
腔

身
体
活
動

社
会
参
加

前回は自宅で出来る立位での運動を紹介

しました。

そこで今回は自宅で行える筋力運動

「座位編」を紹介したいと思います。

回数は10回ずつ行い、1日2回～3回を

目安に自分のペースで行いましょう。

ゆっくりと足を上に上げます。
（股関節の手術などを行ってい
る場合無理に上げないで行い
ましょう。）

もも上げ2

しっかり足を床につけた状態で
足首を上に上げて行いましょう

足首の運動3

左の肘と右の膝を近づけて行い
ます。同様に反対も行います。 
（無理のない範囲で行います。）

腹筋運動4

両肩をゆっくり耳に向かって
すくめます。
（ゆっくりと行いましょう。）

両肩を上に
すくめる運動5

両手でばんざいを行います。
痛みがある場合は無理をせず
行いましょう。

両手を
挙げる運動6

A

豆腐は食べやすい大きさに切る。
しいたけは軸を落とし薄切りに､えのきは石づきを落とし半分に切る。
豆腐は軽く水気を切り、片栗粉をまぶす。フライパンに油（1）を入れ中火
で熱し、豆腐を焼く。
片面が薄いきつね色になったらひっくり返して同じように焼き色をつける。
→お皿に盛りつける
フライパンに油（2）を入れ中火で熱し、牛肉を炒める。
牛肉の色が変わってきたらしいたけ・えのきを加え炒める。
きのこがしんなりしてきたら、だし汁（30～40cc）を入れ、混ぜ合わせてお
いた　  を加える。
※きのこから水分が出るため、その量に応じてだし汁を調整してください。
少量の水（分量外）で溶いた片栗粉を入れトロミをつける。
器に盛りつけて、きのこソースをかけネギを散らしたら完成。

1
2
3

4

6
7

5
A
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※チョイソコうんぜんをご利用いただくためには、 会員登録が必要です。
※詳しくは、雲仙市役所政策企画課まで（TEL：0957-38-3111）

●ご自宅近くのゴミステーションから乗車できます。

愛野記念病院の近くにこんな停留所があります
●愛の夢未来センター ●JA島原雲仙愛野支店
●Aコープ愛野店 ●島原鉄道愛野駅

健康増進のための
乗り合い送迎サービス 愛野記念病院は地域の皆様のために

新地域交通システム
「チョイソコうんぜん」を応援します

　総合的かつ持続的な地域交通の確立のため雲仙市が行っている新地域交通（乗り合い送迎サービス）
「チョイソコ　うんぜん」。当院は、地域の皆様の生活サポートのためこの事業を応援しています。

利用して
みませんか？

1.運行エリア  ❶西部地区エリア（吾妻町・愛野町）　　❷北部地区エリア（国見町・瑞穂町）
 ※エリアをまたぐ移動は乗り換えが必要
2.運 行 時 間  平日 9:30～16:30　※乗車には必ず電話予約が必要
3.予 　 　 約  平日 9:00～16:00　※ご利用希望日の2週間前～利用当日30分前
4.運 　 　 賃  200円/回　※乗り換えによりエリアをまたぐ場合は400円（200円×2回）




